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熊
本
県

「
芦
北
地
区
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設
災
害
復
旧
等
事
業
」

の
実
施
に
向
け
て

　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」に
よ
り
、九
州
各
地

で
土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫
に
よ
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。特
に
熊
本
県
南
部
地
方

で
は
、ほ
と
ん
ど
の
観
測
地
点
で
12
時
間
降
水

量
の
観
測
史
上
最
大
の
記
録
を
更
新
し
、球く

ま磨

川
で
は
大
量
の
雨
水
が
一
度
に
流
れ
込
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、至
る
と
こ
ろ
で
堤
防
決
壊
等
が

発
生
し
て
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
（
写
真
１・２
）。

　
こ
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
災
害
等
で
60
名
を
超
え
る
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
、
家
屋
、
道
路
、
河
川
、
鉄
道
、
農

地
等
が
損
壊
す
る
な
ど
地
域
の
生
活
基
盤
に

も
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
林
地
保
全
の
た
め
整
備

し
た
治
山
施
設
は
85
箇
所
で
損
壊
や
埋
没

し
た
ほ
か
、
新
た
に
発
生
し
た
林
地
崩
壊
も

　九州森林管理局は、九州・沖縄８県に所在す
る森林の約２割（約 54 万 ha）に相当する国有
林の管理経営を担っています。
　九州の国有林は、九州中央山地から雲仙、阿
蘇、九重、霧島、桜島といった火山地帯、対馬
や五島、屋久島、奄美、南西諸島といった離島
まで、南北約 1,200km の広範囲に分布してお
り、多様な森林生態系を有しています。
　また、九州は温暖多雨な環境下のため、スギ
やヒノキの生育にも恵まれており、日田や小国、
球磨、飫

お び
肥などの歴史

的にも有名な林業地
が発展してきた地域
でもあります。

「管内概要」 福岡県
大分県大分県佐賀県

長崎県

熊本県 宮崎県

沖縄県

鹿児島県

写真1
岩本地区（芦北町）

取 組
国有林野事業の

所
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 熊本県熊本市西区京町本丁２番７号
区 域 面 積 	419 万 ha うち森林面積 277 万 ha 

国有林野面積 	 54 万 ha

管 轄 区 の
関 係 市 町 村

８県
（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）

九州
森林管理局

九
州
森
林
管
理
局
・
治
山
課

縄文杉▶

熊
本
県
に
お
け
る
被
害
の
概
要



17 2020.11 No.164   林野

　　
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る
災
害
を
受

け
、
九
州
森
林
管
理
局
（
以
下
、「
九
州
局
」

と
い
う
。）
で
は
、
早
急
に
被
害
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
発
災
後
、
直
ち
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
民
有
林
と
国
有
林
の
被
害
を
一
体
的
に

把
握
す
る
た
め
、
熊
本
県
の
林
務
担
当
職
員

も
搭
乗
し
、
森
林
総
合
研
究
所
九
州
支
所
の

専
門
家
に
も
同
行
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
の
被
災
地
は
広
範
か
つ
多
数
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、県
か
ら
民
有
林
へ
の
現
地

調
査
の
支
援
要
請
が
あ
り
、延
べ
12
名
の
森
林

管
理
局
職
員
を
災
害
現
場
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
農
林
水
産

省
と
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

が
協
定
し
た
地
球
観
測
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
予
め
机
上
で
大
規
模
崩
壊
地
等
の
把

握
に
努
め
た
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査
の

際
に
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
連
動
す
る
、

林
野
庁
で
開
発
し
た
「
災
害
調
査
ア
プ
リ
」

を
導
入
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
積
極
的

に
活
用
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
よ
り
迅
速
に
正
確

な
被
災
箇
所
や
状
況
を
把
握
し
、
局・署
は
も

と
よ
り
、
関
係
自
治
体
に
対
し
て
も
タ
イ
ム

リ
ー
に
情
報
共
有・提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
の
治
山
対
策

　
今
回
の
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
に
よ
る

災
害
が
、
大
規
模
災
害
復
興
法
に
基
づ
く
非

常
災
害
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
熊
本
県

知
事
か
ら
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
て
、
芦
北

地
区
の
民
有
林
内
の
治
山
施
設
や
林
地
の
復

旧
を
国
の
直
轄
代
行
で
対
応
す
る
よ
う
要
請

が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
４
）。
こ
れ
を
受
け
、

九
州
局
で
は
、
緊
急
に
復
旧
が
必
要
な
36
箇

所
に
つ
い
て
、「
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設

災
害
復
旧
等
事
業
」
と
し
て
災
害
復
旧
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、こ
の
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設
災

害
復
旧
等
事
業
は
、宮
城
県
気
仙
沼
地
区
（
東

日
本
大
震
災
）、熊
本
県
阿
蘇
地
区
（
熊
本
地

震
）に
続
い
て
全
国
で
３
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
10
月
１
日
、
熊
本
県
芦
北
地
域

振
興
局
内
の
庁
舎
に
九
州
局
の
「
芦
北
地
区

特
定
民
有
林
直
轄
治
山
対
策
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
（
写
真
５
）。
今
後
も
熊
本
県
を
始
め

と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
迅
速
な
復
旧
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
事
業
概
要
】（
図
１
）

・	

実
施
場
所
：
熊
本
県
１
市
２
町

	

（
水
俣
市
、
芦
北
町
、
津
奈
木
町
）

・	

実
施
内
容
：
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設

災
害
復
旧
事
業	

８
箇
所

	

特
定
民
有
林
直
轄
災
害
関
連
緊
急
治
山
事

業	

28
箇
所

・	

事
業
費
：
約
31
億
円

・	

実
施
期
間
：
令
和
２
年
度
～
令
和
５
年
度

	

（
予
定
）

７
７
９
箇
所
に
も
及
び
、
被
害
総
額
は
約

３
５
２
億
円
（
９
月
２
日
現
在
）
に
上
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」（
林

地
荒
廃
等
の
被
害
４
７
９
箇
所
、
４
１
１
億

円
）
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
被
害
規
模
で
す
。
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写真4

図1

柳迫地区（津奈木町）ヘリコプター調査結果のアプリ画面

芦北地区特定民有林直轄治山対策室
のスタッフ

8月25日熊本県から要請書受理

事業予定箇所位置図

九
州
森
林
管
理
局
の
初
動
対
応




